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はじめにはじめに

より簡単な修理を簡単にするは、	FIXキットとこちらの	簡略版ガイドに従って、iPhoneのスク
リーン全体を交換してください。

修理経験が豊富な方は、このガイドを使ってiPhone　SEのLCDとデジタイザアセンブリ(別名、
裸のフロントパネル)のみのみを交換することができます。このガイドでは、オリジナルスクリーンか
ら正面向きカメラ、イヤピーススピーカーとLCDシールドプレートとホームボタンアセンブリを
含む幾つかのコンポーネントを、新しい交換用パネルに移植してから、本体にインストールしま
す。

いずれの場合においても、大切なのは	Touch	ID機能（指紋認証スキャン）を保つため”オリジナ
ル”のホームボタンを新しいディスプレイに移すことです。

このコンポーネントはiPhone	5sのものと同一です。

またこのガイドを使って次のパーツを交換できます。またこのガイドを使って次のパーツを交換できます。

*	フロントパネルアセンブリのケーブルブラケット

LCDシールドプレート

ツールツール::

Anti-Clamp	(1)
静電防止加工プロジェクトトレイ	(1)
iOpener	(1)
P2	ペンタローブドライバー	(1)
#000	プラスドライバー	(1)
iFixit開口ツール	(1)
ハンドル付き吸盤	(1)
スパッジャー	(1)
ピンセット	(1)

部品部品::

iPhone	SE	(1st	Gen)	LCD	and	Digitizer
(1)
iPhone	5s/SE	(1st	Gen)	LCD	Shield	Plate
(1)
iPhone	5s	のフロントパネルアセンブリの
ケーブルブラケット	(1)

https://www.ifixit.com/products/iphone-se-screen
https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+SE+%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/61305
https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+SE+%E3%81%AELCD%E3%81%A8%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/61310#s52985
https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+SE+%E3%81%AELCD%E3%81%A8%E3%83%87%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/61310#s58133
https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://www.ifixit.com/products/anti-static-project-tray
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/phillips-000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-tool
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/iphone-se-lcd-and-digitizer
https://www.ifixit.com/products/iphone-5s-se-lcd-shield-plate
https://www.ifixit.com/products/iphone-5s-se-front-panel-assembly-cable-bracket


手順手順	1	1		—	—	ペンタローブネジの取り外しペンタローブネジの取り外し

iPhoneのバッテリー残量を25%
以下まで消費された状態で作業を
始めましょう。充電されたリチウ
ムイオンバッテリーはダメージを
与えると引火したり爆発する恐れ
があります。

作業を始める前にiPhoneの電源
を必ず切ってください。

Lightning	コネクターの両側にあ
る3.9	mmのペンタローブネジを
2本外します。

手順手順	2	2		—	—	ディスプレイガラスの補強ディスプレイガラスの補強

フロントガラスが割れている場合、ガラスに透明な補強テープを貼りましょう。作業中ガラ
スが飛び散ったりして怪我をしないようご注意ください。

画面全体を何重にも貼り、しっかりと固定します。

テープを表面に貼ると、画面を持ち上げた際に画面構造を保ってくれます。

修理作業中はガラスの破片が飛び散り、目に入ることがないように保護メガネを装着してく
ださい。



手順手順	3	3		—	—	ディスプレイの分離方法ディスプレイの分離方法

次の手順では、本体からディスプレイを外します。ディスプレイはガラスのスクリーンとメ
タルクリップが付いたプラスチック製のベゼルからできています。

この作業でどんなツールを使ってもディスプレイ全体を本体から完全に取り外してくださディスプレイ全体を本体から完全に取り外してくださ
い。い。

スクリーンが離れてきたら、第1番目の画像にあるように、プラスチック製の開口ツールをフ
レームとメタル製本体の間に差し込み、ケースからメタルクリップを外します。

ディスプレイベゼルが外れた本体を再組み立てする際は、デバイス本体を密封するためにプ
ラスチックベゼルとガラスの間に薄い接着タブを付けることもできます。



手順手順	4	4		—	—	リバースクランプの使用方法リバースクランプの使用方法

次の2つの手順では、デバイスの開講作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、このリバースクランプを使用しない場合は、この22つの手順をスつの手順をス
キップして別の方法をご覧ください。キップして別の方法をご覧ください。

リバースクランプの詳細な使用方法については、	こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルを後ろ側に引いて、クランプのアームをロック解除します。

iPhoneの右端もしくは左端上にアームをスライドして乗せます。

吸盤カップを、ホームボタンすぐ上のiPhoneの下端付近に装着します。上部に一つ、下部に
1つずつ取り付けます。

両側のカップをしっかりと押し付けて、取り付けたい位置に装着します。

デバイスの表面が滑りやすく、リバースクランプがしっかりと装着できない場合は、梱包用
テープで表面を覆ってから、強いグリップを作ることができます。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/%E5%90%B8%E7%9B%A4%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/159595


手順手順	5	5

青いハンドルを後方に引き、リバースクランプのアームのロックを解除します。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。
両側の吸盤の位置が合っていることを確認してください。位置がずれてきた場合は、吸盤を
少し緩めてアームの位置を合わせてください。

クランプで十分な隙間が作れたら、スクリーンのプラスチックベゼルの下にオープニング
ピックを挿入します。

クランプで十分な隙間が作れない場合は、さらに接着面に熱を当てて、クランプを1/4程度
時計回りに回してください。

一回ごとの作業で一回ごとの作業で1/41/4以上回さないでください。クランプをまわしたら数秒待ってくださ以上回さないでください。クランプをまわしたら数秒待ってくださ
い。い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。

次の次の22つの手順はスキップしてください。つの手順はスキップしてください。

https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/BSluctHhVVqhGtfj.full


手順手順	6	6		—	—	手動による開口方法手動による開口方法

リバースクランプをご利用になら
ない場合は、フロントパネルを持
ち上げるため、シングルタイプの
吸盤カップを使います。

カップをしっかりとホームボタン
上部のスクリーンにしっかりと装
着させます。

カップの吸盤がスクリーンにしっ
かりと装着していることを確認し
てください。



手順手順	7	7		—	—	フロントパネルアセンブリを持ち上げますフロントパネルアセンブリを持ち上げます

フロントパネルにはクリップが付
いており、デバイス本体部分と幾
つかのリボンケーブルで繋がって
います。ここでの作業の目的はク
リップを外し、ケーブルの接続がケーブルの接続が
外れる程度まで本体を開口するこ外れる程度まで本体を開口するこ
ととです。破損を防ぐために、ゆっ
くりと丁寧に作業を進めてくださ
い。

吸盤カップが隙間なくホームボタ
ン付近のフロントパネルアセンブ
リにしっかりと装着しているか確
認してください。

iPhone	を片手でしっかりと抑え
ながら、吸盤カップを少しずつ引
き上げて、本体リアケースからフ
ロントパネルのホームボタン端を
引き離します。

吸盤カップを引き上げながら、プ
ラスチック製の開口ツールで、
ゆっくりとリアケースの端からフ
ロントパネルアセンブリをこじ開
けていきます。

時間をかけてゆっくりと同じ力加
減で作業します。このフロントパ
ネルアセンブリは数あるデバイス
の中でも特に頑丈に装着されてい
ます。



手順手順	8	8

リアケースからフロントパネルアセンブリを完全に外さないでください。幾つかのリボン
ケーブルが本体上部と繋がった状態にします。

吸盤カップの持ち手(ノブ)を緩めて、吸盤を外します。

スクリーンから吸盤カップを外します。



手順手順	9	9		—	Touch	ID—	Touch	IDケーブルブラケットの取り出しケーブルブラケットの取り出し

ホームボタンケーブルを覆うメタル製ブラケットが取り出せる程度まで本体を開きます。

本体を大きく開きすぎないで下さい。ホームボタンケーブルやホームボタンケーブルが差し
込まれたソケットにダメージを与えてしまうことがあります。ケーブルが緩んでいる状態にケーブルが緩んでいる状態に
します。ーケーブルが伸びきっていたら、開きすぎです。します。ーケーブルが伸びきっていたら、開きすぎです。

新規購入時のオリジナルのホームボタンアセンブリではTouch	IDが使用できます。ケーブケーブ
ルの破損後、新しいホームボタンを取り付けた場合、ホームボタンとしての機能は回復できルの破損後、新しいホームボタンを取り付けた場合、ホームボタンとしての機能は回復でき
ますが、ますが、Touch	IDTouch	IDは使用できなくなります。は使用できなくなります。

スパッジャーの先端を使ってブラケットを外し、ピンセットで取り出します。

次の2つの手順は再組み立てに関連しています。再組み立てを始めるまではこの2つをとばし
て手順12から作業を続けます。



手順手順	10	10

再組み立ての際は、Touch	IDケーブルのブラケットを再装着してください。ブラケットの先
端をバッテリーとメタル製タブの正面にあるTouch	IDケーブルコネクターの間をスライドし
ます。下部はコネクター上に取り付けてください。

ブラケットの上部をTouch	IDケーブルコネクター上で左側から右側にスライドします。



手順手順	11	11

再組み立ての際は、スパッジャーの平面側先端を使って、Touch	IDケーブルブラケットの正
面端をケーブルコネクター側に折り曲げます。

ブラケットが折りたためない場合は、ブラケットを取り出してケーブルコネクター上に正し
く装着するように再度スライドしてください。



手順手順	12	12		—	—	ホームボタンケーブルコネクタの接続を外します。ホームボタンケーブルコネクタの接続を外します。

スパッジャーの先端を使って、ソケットからホームボタンケーブルコネクタの接続を外しま
す。

ソケットからケーブルコネクターのみのみ外します。ソケット全体に接触しないでください。ソ
ケットは接着剤で固定されたケーブル上に搭載されているため、慎重に扱わなければソケッ
ト自体を破損してしまうことがあります。



手順手順	13	13		—	—	デバイス本体の開口デバイス本体の開口

コネクターの接続が外れたら、本体上部を蝶番のようにして、アセンブリのホームボタン先
端をリアケースから引き上げます。

ディスプレイを約90度で開き、作業中固定するため、ディスプレイの後ろに衝立を用意しま
す。

作業中、輪ゴムでディスプレイを固定してください。これはディスプレイケーブルに過度な
圧力が加わらないようにするためです。

急な場合は、未開封の飲用缶を使ってディスプレイを固定してください。

手順手順	14	14

基板に留められたメタル製バッテ
リーコネクターのブラケットから
1.6	mm	#000プラスネジを2本外
します。



手順手順	15	15

iPhoneからメタル製バッテリー
コネクターのブラケットを外しま
す。

手順手順	16	16

スパッジャーの平面側先端を使って、基板上のソケットからバッテリーコネクターの接続を
丁寧に外します。

バッテリーコネクターのみ持ち上げてください。基板上のソケットや基板には接触しないで
ください。基板上のコンポーネントにダメージを与えてしまうことがあります。



手順手順	17	17

基板上に留められたフロントパネ
ルアセンブリケーブルブラケット
から次のネジを取り出します。

1.7	mm	#000プラスネジー1本

1.2	mm	#000プラスネジー1本

1.3	mm	#000プラスネジー1本

1.7	mm	#000プラスネジー1本
この1.7	mmネジは磁化スク
リュードライバーに対応して
いません。取り外しの際は紛
失に十分ご注意ください。

再組み立ての際には上記手順に
あるネジの位置を十分に確認し
てください。謝って右側下のネ
ジ穴に1.3	mmのネジや1.7	mm
ネジのどちらかを装着してしま
うと、電話が正しく機能せず、
ロジックボードに致命的なダ
メージを与えてしまうことがあ
ります。

ネジを固く締めすぎないように
ご注意ください。簡単にネジが
留まらない場合は、誤ったサイ
ズのネジを装着している可能性
があります。無理に留めないで
ください。



手順手順	18	18

基板からフロントパネルアセンブ
リのケーブルブラケットを取り外
します。

手順手順	19	19

スパッジャーや爪先を使って、正面カメラとセンサーケーブルの接続を外します。



手順手順	20	20

この手順でケーブルの接続を外したり、取り付けたりする前に、バッテリーの接続が外れて
いるか必ず確認してください。

LCDケーブルコネクターの接続を外します。

デバイスを再組み立てする際にLCDケーブルがコネクターから外れてしまうことがありま
す。これは電源を入れた時、黒い画面に白い線が入る状態の原因となります。この症状がで
たら、単純にケーブルをコネクターに再接続をして再起動してください。再起動方法はバッ
テリーを一度外して、再度取り付けます。



手順手順	21	21

最後に、デジタライザーケーブルコネクターの接続を外します。

手順手順	22	22

リアケースからフロントパネルア
センブリを外します。



手順手順	23	23		—	—	イヤピーススピーカーイヤピーススピーカー

上部コンポーネントブラケットに
留められた2本のネジを外しま
す。

4.0	mm	#000プラスネジー1本

2.3	mm	#000プラスネジー1本

それぞれのネジ穴に正しいネジを
取り付けてください。再組み立て
の際に、間違った位置に取り付け
た場合、液晶ディスプレイに深刻
なダメージを与えてしまうことに
なります。

手順手順	24	24

画像にあるようにデバイスを持ち、上部にホームボタン、イヤピーススピーカーを下部にし
てください。

イヤピーススピーカーブラケット下部の左端近くのクリップを正面パネルアセンブリの角か
ら外側へ向けて丁寧に外します。

イヤピーススピーカーブラケットは壊れやすく曲がりやすいため、強い力でこじ開けないよ強い力でこじ開けないよ
うにうにご注意ください。

ピンセットを使ってブラケットを左側に動かし、クリップを外します。



手順手順	25	25

ディスプレイからブラケットを取
り出します。

手順手順	26	26

ピンセットを使ってイヤピーススピーカーを外します。

ご自身の指で作業をする場合は、フロントパネル上のゴールド接地面に触れないように十分
気をつけてください。油脂による原因で接触状態に影響がでることがあります。



手順手順	27	27

イヤピーススピーカーを交換する際、スピーカーとブラケットを同時に取り付けると最も簡
単です。

イヤピーススピーカーブラケットをスピーカー内にきちんと収まるように被せます。

ブラケットの左側フックを正面カメラの上部左端のくぼみに引っ掛けます。

背面ケースに対して平らになるようにブラケットを回転させ、二つのネジ穴と並行になるよ
う配置します。メタルブラケットのラッチ右側上のフックがディスプレイ上にきちんと装着
されているか確認して、ブラケットを押し込んで戻します。

手順手順	28	28		—	—	正面カメラとセンサーケーブルアセンブリ正面カメラとセンサーケーブルアセンブリ

この手順はフロントパネルアセン
ブリから正面カメラとセンサー
ケーブルを取り外す作業が必要で
す。

正面カメラとセンサーケーブルは
ディスプレイアセンブリに軽い接
着剤で留められています。

接着剤を柔らかくするに
はiOpenerを利用すると安全に取
り外すことができます。
iOpenerの利用方法をご覧になっ
て作業を進めてください。

https://www.ifixit.com/products/iopener
https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/11677


手順手順	29	29

ピンセットの先端か金属製のスパッジャーを使って、丁寧にイヤフォンスピーカーのコンタ
クトケーブルを引き上げます。下の接着剤からカメラとセンサーケーブルを写真の位置あた
りまで引っ張り、外していきます。

イヤフォンスピーカーコンタクトの下部のみ接触してください。イヤフォンスピーカーコンタクトの下部のみ接触してください。センサーやマイクロチップ
が周辺に張りめぐられているため、接触すると破損につながる場合があります。



手順手順	30	30

スパッジャーの先端を使って、環境光センサーと近接センサーをディスプレイアセンブリの
奥から引き上げます。

近接センサーには小さくて正方形のプラスチックとメタル製ホルダーが付いています。この
ホルダーは近接センサーが正しく機能するには必要不可欠なパーツです。

近接センサーを交換する場合、ホルダーがディスプレイの裏側に装着されているか確認して
ください。古い近接センサーと同時に外れた場合は、ホルダーのみを取り出し、微量の接着
剤を付けて、ディスプレイの裏側に留めてください。



手順手順	31	31

スパッジャーの平面側先端を使って、ディスプレイアセンブリからケーブル上の正面カメラ
部分を丁寧に剥がして取り出します。

手順手順	32	32

同じ保護プレートを新しいディスプレイに再装着する場合は液晶ディスプレイ保護プレート
からケーブルアセンブリを剥がす必要はありません。この手順をスキップしてください。

液晶ディスプレイの保護プレートからケーブルアセンブリを丁寧に剥がし、ディスプレイか
ら取り外します。

正面カメラとセンサーアセンブリケーブルを剥がしていく作業中に、デジタライザーケーブ
ルに接触しないようご注意ください。



手順手順	33	33		—	—	ホームボタンアセンブリホームボタンアセンブリ

ホームボタンケーブルに留められた#000	プラスネジを1本緩めます。

この固定ネジは接点バネ付きでホームボタンケーブルに留められています。再組み立ての際
は正しい位置ーLCDに一番近いネジ側ーに取り付けられているか確認してください。

交換用のパーツにこの固定ネジや接点バネがついていない場合、これらを新しいケーブルに
移す必要があります。

手順手順	34	34

ホームボタンケーブルをホームボタンブラケットの邪魔にならないよう、反対側に折りま
す。



手順手順	35	35

ホームボタンブラケットから2本
の1.4	mm#000プラスネジを外し
ます。

手順手順	36	36

ディスプレイアセンブリからホー
ムボタンブラケットを取り出しま
す。



手順手順	37	37

ホームボタンケーブルアセンブリの下にスパッジャーの先端を差し込みます。

ホームボタンケーブルは軽い接着剤で貼り付けられています。

スパッジャーをゆっくりとケーブルの下に差し込み、ホームボタンケーブルをフロントパネ
ルアセンブリから剥がします。

ホームボタンはフロントパネルにまだ装着された状態であるため、ホームボタンを外さない外さない
ででください。



手順手順	38	38

必要に応じて、破損したフロントパネルアセンブリの正面側のホームボタン上に留められた
テープを剥がします。

フロントパネルから丁寧にホームボタンの上部左端を押し上げ、外します。

ホームボタンを完全に押し出さないでください。完全に押し出さないでください。端の一部を取り外したら、スパッジャーで
残りの部分を取り出します。

ホームボタンの膜はとても薄くなっています。ボタンを裂いてしまうと感じたら、熱を押し
当ててから再度、丁寧に外します。



手順手順	39	39

スパッジャーでディスプレイからホームボタンの残りの部分を外します。

手順手順	40	40

フロントパネルからホームボタン
アセンブリを取り出します。



手順手順	41	41		—	—	LCDLCDとデジタイザとデジタイザ

ディスプレイアセンブリの裏側か
ら2.7	mm	#000プラスネジを外し
ます。

手順手順	42	42

LCDフレームの両側から1.2	mmプラスネジを2本ずつ外します。（計4本）

最後のネジが飛び出すのを防ぐため、4本のネジを完全に外さずに、少しずつ緩めてから取り
出すことをお勧めします。



デバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めて
ください。

手順手順	43	43

ディスプレイアセンブリからLCDシールドプレートを外します。

LCDとデジタイザが残ります。


